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ると，0.1 MPa = 0.1 pN nm–2となる．仮にタンパク質分子間

































内部は，長作動距離の対物レンズ（ELWD ADM40 × C, NA 
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一過的に 0.1°C上昇し，また粘性は 5％増加した 9,10）．また緩





図 1　高圧力顕微鏡 9,10）の写真（A）と構成図（B）．高圧力チャンバー（ハステロイ C276，笹原技研，京都）には対物レンズ
側（NA = 0.6）とコンデンサーレンズ側（NA = 0.55）に開口部を設けてある．その内部はガラス厚み補正のついた長作動距









































性．微小管の短縮速度 14）（■：+端，◇：–端，+10 μM paclitaxel，活性化体積 ΔV† = –0.17 nm3）．リポソームの膜突起 17）（●，
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